
2014年3月期第3四半期の決算概要を説明いたします。



はじめに、2014年3月期第3四半期の決算ハイライトについてご説明します。

まず、全社業績ですが、為替の円安効果もあり増収・増益を達成しましたが、営業利益
は業績予想に対してやや進捗が遅れています。四半期毎の動きでは営業利益率の改
善が進みました。

事業毎では、心臓血管領域事業において、国内カテーテル事業がペリフェラルの戦略
製品である末梢動脈疾患治療用ステント「ミサゴ」の好調もあり 上期に続き高い成長製品である末梢動脈疾患治療用ステント「ミサゴ」の好調もあり、上期に続き高い成長
を維持しました。また、北米のカテーテル事業も対前年同期比11%伸長と好調でした。
一方で欧州は物流システムのトラブルの影響を受け、若干ながら伸長が鈍化しました
。ニューロ分野においては、パイプライン新製品を着実にローンチし売上を順調に拡大
しています。なお、米国子会社（TCVS社）の品質システム改善投資は年度末完了に向
けて最終段階に入っております。

次に血液システム事業ですが、欧米で輸血の使用量が減少している厳しい市場環境次に血液システム事業ですが、欧米で輸血の使用量が減少している厳しい市場環境
の中で、堅調な業績を維持しました。

ホスピタル事業では、新製品の立ち上げ遅れなどが影響し、ディスポ医療器や輸液ラ
インに売上に遅れが発生し、国内事業が減速しました。
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決算概要について説明します。

昨年度と比較して進んできた円安ですが、第3四半期までの期中平均レートは1
ドル 99円、1ユーロ 132円となりました。この円安の効果もあり、売上高は前期
比17%増の3,453億円となりました。なお、この売上高には412億円の為替のプ
ラス効果が含まれています。

粗利益率は、生産性が大きく寄与した前年同期と比較して、生産性悪化、価格の
低下、米国デバイスタックス等の影響により、0.2ポイント低下しました。販管
費は為替の影響もあり前期比18%の増加、開発費も前期比16%の増加となりまし
た。この結果、営業利益は483億円、前期比13%増の2桁伸長となりました。 こ
の営業利益には104億円の為替のプラス効果が含まれています。

経常利益は 円安による為替差益で23%伸長の499億円 当期純利益は 法人税経常利益は、円安による為替差益で23%伸長の499億円、当期純利益は、法人税
等の影響で前期比49%増の369億円となりました。

3



この表は事業セグメント、地域毎の売上と伸長率を示しています。カッコ内は為替影響
昨 譲渡 在宅酸素 在宅輸液事 響 除 率、そして昨年2月に譲渡しました在宅酸素・在宅輸液事業の影響を除いた伸長率を示し

ています。

ホスピタル事業の国内ですが、基盤医療器や医薬品の輸液関連製品の減速によりゼ
ロ伸長となりました。海外では、アジア・中南米で好調を維持しましたが、欧州や北米で
の低収益ビジネスの見直しを実施した影響もあり、ホスピタル事業全体で1%の低成長
に留まりましたに留まりました。

心臓血管領域事業では、国内では中期経営計画の注力分野であるペリフェラル領域
の末梢動脈疾患治療用ステント「ミサゴ」が順調に売上を伸ばしました。一方、海外に
おいてもカテーテル事業が堅調に推移し、10%と２桁成長を維持しています。TRI手技の

普及拡大に伴い、その関連製品は継続的な売上拡大を続けており、これらカテーテル
と心臓外科（CV事業）を合わせた心臓血管領域事業の伸長は6%となりました。

血液システム事業は、欧州の財政難による血液センター投資を控える動きや米国のオ
バマケアにより加速した輸血適正使用化の動きによる需要減や価格引き下げのプレッ
シャーがある中、4%伸長と堅調な業績を維持しました。
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販管費の状況について説明します。

このスライドは為替の影響を除いた実績を表示しています。一般管理費の対前年
同期比は2%増、研究開発費は4%増、合計で3%の伸長と、ほぼ為替の影響を除
いた売上伸長率の範囲でコントロールしました。
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営業利益の増減分析です。

為替効果がプラス 104億円、売上増加による粗利益の増加のプラス効果が56億円あり

ましたが、新製品の立ち上げ段階でのコスト増や新たに導入した設備の償却費の増加
などのマイナス効果も発生しました。価格低下の影響、米国のデバイスタックスや前年
度寄与した在庫の評価替え、販管費の増加等の要因を加えると、営業利益は57億円
増加の483億円となりました。期末に向けて、売上拡大と売上伸長の範囲内での費用
コントロールを引き続き実行していきますコントロールを引き続き実行していきます。
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過去1年間の四半期毎の収益の動きですが、営業利益は昨年度第4四半期を底に着
善実に改善してきております。
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次に為替の影響を除いた対売上高の比率で利益改善状況を説明します。

粗利益率は第1四半期、第2四半期と着実に改善して来ましたが、第3四半期はホスピ
タル事業の国内売上減速の影響もあり0.5ポイント低下しました。しかしながら販管費を
売上伸長の範囲でコントロールしたことにより、第3四半期の営業利益率は14.9%と改
善しました。
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業績予想に対する進捗状況です。

営業利益の進捗率は69%と若干遅れていますが、第4四半期に向けてホスピタル事業
ではスマートポンプを中心としたME関連製品の拡販、心臓血管領域事業では新製品

を含んだカテーテル製品群の売上拡大を進めるとともに、原価を含めた費用管理を徹
底することにより、営業利益の拡大を図っていきます。
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営業キャッシュフローは、ほぼ当初の見通し通りで推移しています。成長投資、借入金
済 バ 施 基 針 変 ござ返済、配当をバランスよく実施する基本方針に変更はございません。
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中期計画で提示したパイプライン製品のローンチ状況を説明します。

この第3四半期では心臓血管領域事業で日本において新しいPTCAバルーンの「Hiryu
Plus」を発売しました。また、血液システム事業では欧州で統合データ管理システム「
TOMEs」をリリースしました。そして、ホスピタル事業では閉鎖式輸液ライン「シュアプラ
グAD」を国内の施設限定でローンチし、アジアにおいてはスマートポンプを発売しまし
た。

第4四半期のローンチ予定としては、心臓血管領域事業において、ペリフェラルの膝下
バルーンとステントを欧州で、ニューロのアシストステント「LVIS」を中国で、そしてアクセ
スのTRI用細物シース「Glidesheath Slender」を日本でローンチする予定です。また、血
液システム事業では、成分採血装置「Trima」の血漿採血対応版を日本でローンチする
予定です。
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薬剤溶出型冠動脈ステント「Ultimaster」が欧州のCEマークを取得しました。欧州、中南
ジ 各 売 度 グ バ米、アジア各地域において、6月より販売を開始します。2016年度にグローバルで150

億円の売上を目指します。

Ultimasterは、ノボリと同様に、薬剤含有コーティングの材料に生分解性ポリマーを採

用して血管組織に接する外側の面のみに塗布することで長期的なステント血栓症発生
率の低減を目指した製品です。プラットフォームのコバルト合金採用とステントデザイン
の工夫で 蛇行した血管内の通過性を向上させるとともに 曲がった血管にも留置しやの工夫で、蛇行した血管内の通過性を向上させるとともに、曲がった血管にも留置しや
すくしました。この改良により、血管への負荷を下げ、予後の改善を目指します。
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ニューロ分野の新製品が好調に売上を拡大しています。

まず、上期に日本でもローンチしたオクリュージョンバルーンの「Scepter」ですが、第3
四半期までの売上実績はグローバルで1千万ドル、世界シェアは推定で30%まで拡大
しました。また、昨年度にローンチしたアシストステントの「LVIS」と、今上期に欧州で販
売を開始した血流改変ステントの「FRED」は、第3四半期までの売上実績が、それぞれ5

百万ドルまでに拡大するとともに、地域拡販に向けた治験も順調に進捗しています。中
計最終年度の2016年度には これらの3製品で80億円程度の売上規模を見込んでい計最終年度の2016年度には、これらの3製品で80億円程度の売上規模を見込んでい
ます。
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今期の業績予想についてですが、第4四半期の想定平均為替レートを米ドル102円、ユ
想定 ド 変ーロ139円とし、年間想定レートを米ドル100円、ユーロ134円に変更します。ただし、通

期の業績予想に変更はございません。
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このスライドが最後のスライドになります。

本日2月4日の取締役会において株式の分割を決定しました。投資単位当たりの金額

を引き下げて、投資家の利便性並びに株式の流動性の向上を図ることを目的としてい
ます。これはまた、売買単位を50万円以下にするという東証の要請にも答えることとな
ります。

分割方法は普通株式1株につき2株の割合での分割とし、基準日は2014年3月31日、
効力発生日は2014年4月1日となります。

以上で、2014年3月期 第3四半期の決算概要の説明を終了致します。

ご清聴ありがとうございました。ご清聴ありがとうございました。
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